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「難民」と呼ばれる人々のなかには、非規範的とされるジェンダーやセクシュアリティを背景と

して移動を経験する人たちがいる。日本でも 2023 年 3 月大阪地裁にて、同性愛者の難民の女性

が難民申請不認定と退去強制処分取り消しを求める裁判で勝訴した。近年、国際的な人道支援の

分野においては、こうした「LGBTIQ+難民」の人々の保護は重要課題として認識されている。本

報告ではアメリカ合衆国を事例に、クィア移住研究のアプローチを用いて、人の国際移動、とり

わけ強制移動と呼ばれる現象のなかにセクシュアリティの問題がどのように規定されてきたのか

を考察する。また、性的マイノリティの人々が難民として移動する経験について、交差性の視点

から議論する。 

 
参加をご希望の方は直接会場にお越しください。 
お問い合わせはセンターまでhttps://www.omu.ac.jp/orp/rchr/contact/ 

（神戸大学大学院 国際文化学研究科 准教授） 
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 大阪公立大学 文化交流センター 大セミナー室 
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